
別紙 
平成 30年度静岡市協働パイロット事業 課題テーマ一覧 

  平成 30年度協働パイロット事業においては、各事業担当課から計７件の課題テーマが提示されました。 

以下の内容をご確認いただき、静岡市の抱える課題解決のため、貴団体の力をお貸しください。なお、課

題テーマの詳細や、相談については、直接各事業担当課にお問い合わせください。 

 

№ 

１ 

課 題 テ ー マ 事業担当課 

ようこそ「しずおか暮らし」へ ～移住歓迎プロジェクト～ 
企画課 

(054-221-1240) 

内 
 

容 

本市では、人口減少対策の一環として、首都圏からの移住促進に取り組んでおり、平成 27年４月に

移住の専用相談窓口として、東京・有楽町に「静岡市移住支援センター」を開設しました。 

 しかし、移住希望者に対し、相談から下見、体験、移住後のフォローといったきめ細かな対応は行政

だけでは難しく、移住者を受け入れるための体制が十分に整っていないのが現状です。 

 この課題を解決するために、ＮＰＯとの協働事業に取り組みたいと考えます。移住者の不安を取り除

き、移住をスムーズに行えるよう、移住者に寄り添った提案を募集します。 

 例えば、地域の暮らし方について、実際に地域に住んでいる方々目線でのガイドブックや、地域の

魅力を移住希望者に体験してもらう移住体験ツアーの実施など、ＮＰＯならではのアイデアをお待ち

しています。 

 

№ 

２ 

課 題 テ ー マ 事業担当課 

市民の運動・スポーツの実施率向上につながる事業について 
スポーツ振興課 

(054-221-1038) 

内 
 

容 

本市では、スポーツの推進による健康で豊かな生活の実現を図るため、「市民一人１スポーツ」を目

標に、運動・スポーツの実施率向上を図っています。 

静岡市スポーツ推進計画では、運動・スポーツの実施率の指標を「週１回以上のスポーツ・運動の実

施率 成人 68％」としていますが、現状は 50.7％にとどまっています。特に、子育て世代など、時間

のとりにくい人たちの実施率はきわめて低い状況であるため、手軽に取り組むことができる運動・スポ

ーツを広め、また運動・スポーツに参加する機会を提供することが急務だと考えます。 

そこで、貴団体が持つノウハウや経験を活かし、運動・スポーツの実施率の更なる向上につながる事

業提案を募集します！ 

〈期待する事業提案（例）〉 

① 市民アンケートでは、これからやってみたい運動・スポーツとして、気軽に始められるウォーキン

グやランニングが大変人気があることから、ウォーキングやランニングを取り入れた事業提案を期

待します。事業の実施にあたっては、平成 30年５月に駿府城公園中堀沿いにオープンする、更衣室

やシャワー室等を設けた「静岡市駿府城ラン・アンド・リフレッシュステーション」の活用も含め、

スポーツによる駿府城公園周辺の賑わい創出につながるプログラムの提案を期待します。 

② 子育て世代の運動・スポーツ実施率の向上を図るため、就学前の子どもをもつ母親等を対象とした

運動・スポーツのプログラムの提案を期待します。 

 

  



別紙 
№ 

３ 

課 題 テ ー マ 事業担当課 

「しずまえレシピコンクール」入賞レシピの普及について 
水産漁港課 

(054-354-2183) 

内 
 

容 

本市では、平成 26年度から「しずまえレシピコンクール」を開催しています。毎年、季節と魚種を

変え、これまで４回実施し、平成 29年度の実施で季節が一巡したところです。 

本事業は、レシピコンクールで入賞したレシピを市内飲食店等で取り扱うことにより、市内の食文化

として普及することを目的として開始した事業ですが、飲食店等への広がりはまだまだという現状で

す。 

そこで、ＮＰＯならではのユニークで柔軟な発想とネットワーク、そして知恵と行動力を活かし、民

主導で「しずまえレシピ」を広く普及することができるような事業提案を募集します！ 

「しずまえ」の地域ブランド化を推進する一翼を担っていただけることを期待します！ 

 

№ 

４ 

課 題 テ ー マ 事業担当課 

「しずまえ寿司バル」の発展的展開について 
水産漁港課 

(054-354-2183) 

内 
 

容 

平成 29年９月、市内「おまちエリア」にて、10店舗の協力のもと、ミニイベント「しずまえ寿司バ

ル」を開催しました。当日は、寿司屋だけでなく、和食屋、居酒屋などにも参加していただき、新鮮で

おいしい「しずまえ鮮魚」を市民に楽しんでいただきました。 

「しずまえ寿司バル」は、予算措置がない中、短期間で立案、開催したイベントでしたが、展開次第

で「しずまえ」を効果的にＰＲできる大きな可能性を感じるものでした。 

そこで、市が試行した「しずまえ寿司バル」の発展的展開を検討するにあたり、ＮＰＯの柔軟な発想

とネットワーク、そして知恵と行動力を活かした提案を募集します！「しずまえ」の地域ブランド化を

推進する一翼を担っていただけることを期待します！ 

 

№ 

５ 

課 題 テ ー マ 事業担当課 

「しずまえ・オクシズまつり」における企画について 
水産漁港課 

(054-354-2183) 

内 
 

容 

本市では、毎年秋に葵区青葉緑地（青葉公園）で「しずまえ・オクシズまつり」を開催しています。

本イベントでは、誘客の仕掛けの一つとしてステージを設置し、利きシラス大会、漁師等によるトーク

ショーをはじめ、ご当地アイドルや地域のアマチュアバンドの演奏などを企画・実施しています。 

しずまえ・オクシズのＰＲという趣旨をおさえつつ、一日をとおし絶えず人が集まるステージ企画及

び運営をするため、担当職員は毎年知恵を絞っています。 

そこで、「しずまえ・オクシズまつり」において、一日をとおして、より集客力を高めるためのステー

ジ企画の立案・実施に関する事業提案を募集します！ 

柔軟な発想やネットワークや、ノウハウを活かしたご提案をお願いします。 
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№ 

７ 

課 題 テ ー マ 事業担当課 

木造住宅耐震化の障害問題調査と補強事業への活用について 
建築指導課 

(054-221-1124) 

内 
 

容 

本市では、木造住宅耐震化に関する周知啓発事業を強化して取り組んでおり、木造住宅補強工事に関

わる補助金の申請件数は、平成 26年度の約 2.5倍に増加しています。 

しかし、昭和 56年５月以前の対象建築物所有者宛てに、耐震化の意思を確認するためのアンケート

調査を実施したところ、回答率は１割程度にとどまり、また、耐震合同説明会への参加は 10組程度と

いう状況から、耐震化促進に関する情報の浸透具合や拡散状況が不明な状況です。 

そこで、特定の街区（各区 50件程度、合計 300件程度を想定します。）において、行政からの情報発

信と住民側の受信の程度や、耐震化の障害となる問題点の調査を行い、この結果を活かした周知啓発活

動の提案に関する協働事業を募集します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 

６ 

課 題 テ ー マ 事業担当課 

今ある公園を使い倒す新たな活用方法！ 
緑地政策課 

(054-221-1432) 

内 
 

容 

静岡市には、現在 501箇所（平成 29年 3月 31日現在）の多様な公園がありますが、あまり使われて

いない公園も見受けられます。 

公園は、子どもの遊び場や、お年寄りの憩いの場になるとともに、さらなる賑わいを生み出す可能性

を秘めています。 

そこで、市内の公園の利活用が進み、まちのにぎわいの創出や新たな楽しみ方など、公園の魅力を高

めていただけるような事業提案を募集します。貴団体の持つノウハウや経験を活かした事業提案を期

待します！ 


